
公社管理規程に基づく建設発生土受入れフロー園について

工事契約書の写し、工事場所や発生土量など

が確認できる書類を添付する。

公社の調査員が現地において土壌分析に必

要な試料を採取する。

「土壌の汚染に係る環境基準」による26項目の
土壌分析検査を検査機関に委託して行なう。

環境基準に適合したもののみ受入れの契約を
締結する。搬入期間が1年を超える場合は、中
間検査を実施する。

必要台数分の送付伝票を販売し、車両の前面

に掲示するステッカーを貸与する。

畢 搬 車 両 埠 、スチッカー を車 両 前 面′に痛 示 ：

七 、康 布 す る。’

各事業所の搬入経絡の入 口に監視所を設Ｕ
直 し、ノ監視所 に常駐 する公社 の監視 員 に
送付 伝 票 （別 添ユ）を渡し、運 搬土 砂 の目
儀 柱よる性 状等の放題 を受けて入場する。

必要に応じて定期検査、抜き取り検査を行な
う。

事業所の作業員により敷き均し、締固めを行な
う。
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建設発生土伝票肴負者控　　　建設発生土送付伝票（公社）　建設発生土受入事業所控
搬入先恥

請負者名

Ｎ

搬入先払 受入事業所‰

請　負　者　名

年

号

財団法人　城陽山砂

採取地整備公

近畿砂利協同組

（注）本券の使用期限は、

迄です。

搬入年月　日　　　平成　　年　　　月　　　日 建設発生土請求伝票（組合）

発行年月　日

財団法人　城陽山砂
採取地整備公

近畿砂利協同組

受入事業所恥

請　負　者　名

工事名

発行年月　日

近畿砂利協同組

（町本券の使用期限は、


